
令和２年度に向けた政策検討の考え方

●新たな北海道創生の展開
・関係人口の拡大や子育て環境の整備など新た

な北海道創生の推進

●ウポポイ開設を捉えたアイヌ政策の推進
・ウポポイ来場者１００万人に向けた取組の更

なる展開

●インバウンド加速化の更なる推進
・東京2020オリンピック・パラリンピック競技

大会の開催や空港一括民間委託などを活かした

戦略的プロモーションの展開

●食の魅力や価値の向上
・輸出拡大に向けた市場や品目の安定的な拡大と

効果的な食のブランド展開

●未来技術を活かした地域・産業の振興
・Society5.0の実現を見据えたICTの利活用な
どによる暮らしの向上や産業の活性化

●総合的な交通政策の推進
・官民連携によるMaaSの展開や持続的な交通・
物流システムの構築

●人材の育成・確保に向けた更なる展開
・多様な人材育成の推進と地域交通や一次産業
などにおける外国人材を含む人手不足への対応
・地域における医療・福祉の人材確保

●海外をターゲットにした官民連携の強化
・本道の強みや潜在力を活かした海外からの投資
誘致等の促進

●縄文世界遺産登録を目指した取組の強化
・北海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺産登録に向け
た取組の更なる推進

など

地域づくり 産業づくり未来づくり
・ 道内外の方々の応援を活かす取組

・ 地域創生の推進

・ 医療・福祉の充実

・ 地域を支える交通体系の構築

・ 安全・安心の確保と強靱化の推進

・ 人づくりや人材確保の推進

・ 多様な主体の活躍の場づくり

・ 子どもたちの教育環境の充実

・ 芸術・スポーツの振興

・ アイヌ文化を始めとする文化の振興

・ 食の世界展開

・ 観光戦略の推進

・ 海外との経済・文化交流の促進

・ 経済・産業の活性化

・ 農林水産業の振興

（案）

重点的に検討すべき主な政策項目

政策検討を進める分野

資料１


